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お話しする内容



１ 八女市の概要



（2019年4月1日現在）
総面積 ４８２．４４㎢

（広さ県内２位、森林率65.6％）
八女本庁から矢部支所まで自動車で５０分

総人口 ６３，３７１人（前年度比 △951人）

世帯数 ２４，８６７世帯（独居・高齢者のみ率
32.7％）
高齢化率 ３４.０％

（２０４０年の最新全国推計 35.3％）

生活保護率 0.735％（2018年1月1日現在）

障害手帳所持率（3障害のべ） 8.38％

【各地高齢化率】

29.6％ 43.2％

42.7％

40.8％

42.7％

51.8％

【市町村合併】
2006年 八女市へ上陽町編入合併
2010年 八女市へ黒木町・立花町・星野村・矢部村編入合併

八女市の概要①

福岡県の高齢化率 ２７.１％ （2019年4月1日）



八女市の概要②
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項 目
八女市
全体

旧
八女市

上陽町 黒木町 立花町 矢部村 星野村

人 口 63.371 37.678 2.786 10.266 9.081 1.129 2.431

65歳以上
人口

22.080 11.171 1.191 4.381 3.701 585 1.051

75歳以上
人口

12.075 5.736 688 2.507 2.060 400 684

高齢化率 34.84 29.64 42.74 42.67 40.75 51.81 43.23

世帯数 24.867 14.906 1.150 3.877 3.410 519 1.005

独居 4.644 2.486 238 806 626 182 306

高齢者
のみ世帯

3.477 1.748 208 675 588 113 145

平成31年4月１日現在



２ 八女市における
地域共生社会に向けた

包括的支援体制





３ 相談支援包括化推進

～個別支援コーディネートと分野を超えた複雑な課題の対応～



相談支援包括化推進員の役割

●複雑な課題を抱える人の相談支援・調整
●多機関連携のためのネットワークづくり

相談支援包括化推進員（まるごとサポーター）
を市内６地域（日常生活圏域）に６名設置。
CSWや包括、障害相談支援事業所等と連携し、
個別ケース対応を行っています。

各分野の相談支援機関ネットワークを構築す
るため、各分野の核となる相談支援機関機関
（コーディネート機関）との連携会議も行って
います

まるごとサポーター
（相談支援包括化推進員）



相談支援包括化推進員（まるごとサポーター）の活動実績(2018.7月-12月）

相談支援件数：５７４件
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相談内容【複数回答あり】

まるごとサポーター
（相談支援包括化推進員）



相談支援包括化推進員（まるごとサポーター）の配置と資格

（兼務：地域福祉係）
社会福祉主事

（兼務：ほっと館係）
介護福祉士・社会福祉主事

（兼務：地域福祉係）
介護支援専門員
介護福祉士
社会福祉主事

（兼務：特別養護
老人ホーム係）

介護支援専門員
介護福祉士
社会福祉主事

（兼務：地域福祉係・在宅福祉係）
社会福祉士・精神保健福祉士

（兼務：地域福祉係）
社会福祉士







社協は福祉総合相談センターを開設しました。 

幅広い関係者とのネットワークづくりに努めます。

 
 
社会福祉協議会では、どこに相談していいのかわからない方々の相談窓口として、 福祉

総合相談センターを開設しました。福祉総合相談センターを通じて、福祉関係機関・団体と

さらなる連携強化を図るとともに、幅広いネットワークを構築することをめざします。 

 相談先がわからない場合など、お気軽にご相談ください。 

 

 福祉総合相談センターのイメージ  

 
 
 
 
 
             

社協の事業につなぐ 

 
 
 
 

つなぐ           つなぐ 

 
 
 
 
 
             説 明 

 
 
 

 

ご相談いただいた内容や個人情報は、ご本人の承諾なしに他に知らせることはありません。 

どこに相談して

いいのか分か

らない方から

の相談 

福
祉
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー 

市担当課 

地域包括支援センター 

民生委員児童委員 

保健・医療・福祉機関 

ＮＰＯ・ボランティア 

消防・警察・学校など 

社協（様々な事業） 

相談窓口 





各種相談窓口
（心配ごと相談・法律相談・司法書士相談）

まるごとサポーター
（相談支援包括化推進員）

福祉総合相談
センター

これらの相談窓口からもニーズをキャッチする意識をもつ

各種相談事業からもニーズをキャッチする



４ 福祉生活支援室

～ ほっと館やめ ～



福祉生活支援室 ほっと館やめ ～ 地域力強化推進事業 ～

●フリースペース
●フードバンクの拠点

子どもから高齢者まで誰もが
ふらっと立ち寄れる場所（現在２カ所）

市内ドラッグストア、コンビニエンススト
ア、ＪＡなどの事業者、市民の方々よりご寄
付をいただき、エフコープ生活共同組合の
フードドライブとも連携し、生活困難者支援
を実施しています。

来所者累計：６８４名（H30.7-12)
相談内容は多岐にわたり、様々な支援機関と
の連携を図り相談支援を行っています。
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八女市における福祉生活支援室 ほっと館やめの設置

常勤 ２名
非常勤１名

常勤 ２名



笑福クラブ親の会
～ 不登校・ひきこもり親（家族）の会 ～

【開催日時】
・第２土曜日

１３：３０～１５：３０

【内 容】
・参加者からの報告
・福岡県ひきこもり親の会（楠の

会）への参加者からの報告
※情報提供など

・おしゃべり
・精神対話士への相談

【精神対話士による相談】
・月２回

☆第２土曜日（笑福クラブ）
☆第４木曜日（一般）



福祉生活支援室「ほっと館やめ」の活動実績(2018.7月-12月）

権利擁護

不登校 ひきこもり

就労相談

生活困窮 高齢

しょうがい

自殺企図etc..

「ほっと館」相談内容

【実施効果】
・「制度の狭間」の顕在化
・適応指導教室に行けない
子、就労支援事業所に行けな
い人、引きこもりの人等の受
け皿

etc...
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５ 小地域福祉活動

～「我が事」の地域づくり～



生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）
の役割

①生活支援ニーズ把握・調整
担い手の養成・発掘

●生活支援ニーズを把握し、担い手の養成、活動の場
の発掘や調整を行います。
●ニーズとサービスの調整を行います。

②社会資源の調査
●地域の中にある「活動・取組み」を把握します。
●「活動・取組み」を整理し、情報提供が行えるよう
「見える化」を進めます。

③困りごとに対する情報提供
●相談に対し、既存の社会資源・サービス、新たに開
発した社会資源を紹介します

④話し合いの場づくり
●地域づくりを地域で考える場を住民の方々と一緒に
整えていきます





小地域福祉活動推進とコミュニティソーシャルワーカー（CSW）

【小地域福祉活動推進状況】

2019.1現在 目標（2021）

福祉部会（まち協単位） １３団体 ２１団体

福祉ネットワーク推進委員会
（行政区や民生委員担当地区単位）

５７か所 ８０か所

福祉委員 １９８人 ２００人

見守り連絡員 ５６４人 ６４０人

福祉のつどい １０回 １６回

ふれあいサロン １４７か所 １７０か所

186 204

コミュニティソーシャルワーカー
（兼 生活支援コーディネーター）
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八女市社協の推進する
小地域福祉
ネットワーク活動

のイメージ

民生委員

福祉委員

要援護者

行政区長

福祉部会

福祉委員

要援護者 要援護者 要援護者 要援護者

見守り連絡員

連絡・相談

見守り連絡員

ご隣近所の

「見守り」「助け合い」を

支援者や地域につなぐ

しくみ※ 現在または将来の高齢社会の中では、誰かの「協力員」でありながら

「要援護者」でもある、近所の住民同士でお互いを助け合うことも考えられま
す。

社協行政

連携

連絡・相談
連絡・相談

福祉部会

まち協単位での

地域福祉の協議の場

見守り連絡員見守り連絡員

見守り・相談・ちょっとしたお手伝い

民生委員

福祉ネットワーク推進委員会

行政区長

見守りネットワーク

福祉ネットワーク推進委員会

行政区単位での

地域福祉の協議の場
連絡・相談

連絡・相談
福祉委員

民生委員の活動を補佐

住民に身近な福祉活動者

連絡・相談

その他



ゴミだしがつらい
買い物が困る
地域の集まりに行けない
など日常生活の困りごと

福祉の専門家の
チカラも

借りながら・・・

住民で支え合える
こと、公的サービ
スを活用すること、
を発見

地域の暮らしにある困りごとや地域の良さを住民同士で考える

なんとなく「ある」、地域の「あたりまえ」を

「カタチにする」「しくみにする」ことが

『暮らしやすさ』につながる。

地域の
課題・良さ

地域住民
で話し合う

まとめる
解決方法を
考える

「しくみ」を
つくる・知る

「くらしの安心」を
分かち合う。

今、地域にある課題や
支え合っていること、
地域にある活動を確認
することが大切ではな
いでしょうか？







６ 八女市の地域共生社会の
取り組みから生まれた

地域資源や活動







７ まとめ
～ 課題と将来像 ～



計画策定
第２次八女市地域福祉計画・地域福祉活動計画を一体的に策定

～ 八女市と八女市社会福祉協議会 ～



課題と将来像

個別支援から見えた必要
な地域の活動・しくみ、
地域資源を求める。

個別支援へ活用できる
地域の活動・しくみづくり、
地域資源の把握や開発。

①相談支援包括化推進員と生活支援コーディネーター
との連携の強化

専門機関へつなぐ
複合した課題に対応でき
る関係機関のネットワー
クの強化

小地域福祉活動の取り組み
でキャッチした課題のある
個別ケースの支援依頼。
地域の活動や地域資源の情
報提供。

②相談支援包括化推進員のスキルアップ
と各分野の支援機関とのネットワーク
の強化

●個別ケースケア会議
●相談支援包括化推進員連絡会
●各分野コーディネーター連絡会
●地域ケア会議、協議体

④兼務する業務の部署内での協力体制の構築

●部署内や他の部署との協力、分業
●報告、連絡、相談などをしやすい
環境づくり

③すべての社協事業をつなげて考える

⑤社協事業の見直し

●総合的な視点から、それぞれの事
業を見直す。

●スクラップ＆ビルド
●ＰＤＣＡサイクルのしくみ
●会議の改善

●数多くある社協事業のそれぞれ
の目的と役割を再確認し、それ
をつないでいく。総合的。


